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今年度より『眼科』の編集委員に加えていただくこ
とになりました。どうぞよろしくお願いいたします。
私の母は眼科医で，きっと定期購読していたのだと思
います。昔，実家の書棚に『眼科』が並べられていた
のを記憶しています。現在，『眼科』は 64巻で私は
62歳，つまり私が生まれるちょっと前に発刊され，
以来，日本における眼科の発展に長年にわたって貢献
してきたということになります。そのような歴史ある
『眼科』の編集委員を務めさせていただくことを，大
変に光栄に思います。
さて，今回の「特集」は「抗VEGF薬の最新情報」

です。臨床における新規の治療薬や治療法は，従来の
ものに対する問題点を修正，解決，もしくは別な利点
が加わったことによって登場します。本来なら全面的
に replace されてしかるべきですが，実際にはその
ようにはなりません。結果的に新旧が併存したり，最
終的に先行するものが残ったりすることがしばしばで
す。今回の特集ではこれまでに用いられてきた 3剤
（プラス眼科では未承認の 1剤）に対して，既に登場
して約 2年以上が経過したブロルシズマブ，抗

VEGF薬の初めてのバイオシミラー薬，今年新規に
発売されたファリシマブが取り上げられています。加
えて，実用化はもう少し先になりそうですが，重要な
話題提供としてポートデリバリーシステムについて紹
介されています。それぞれの利点，欠点に関する情報
収集と，さらに実践による経験を積み重ねて，より効
果が高く，より安全で，より効率の良い治療法の確立
を目指していただきたいと思います。
今回の「レジェンドからのメッセージ」は，三宅養

三先生に「─私の眼科と運・鈍・根─」とのタイトル
でご執筆いただきました。現代の私たちは，常に大量
の情報にさらされ，かつその迅速な処理を求められて
います。眼科における研究分野は多岐にわたり，詳細
な部分にまで広がっています。私たちは眼科を総合的
にみることを忘れてしまっていること，時にはもう少
し時間をかけてじっくりと考えることが必要なのかも
しれないことに気づかせてくれるたいへんに貴重なご
寄稿だと思います。皆様にもじっくりと味わっていた
だきたいと思います。
� （福地健郎・記）
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